


を一括連動制御することにより，超長尺ケーブルの安定した布

設が可能となりました。

（2）モーターローラ工法を基本として採用したことにより，

ケーブルに無理な力を与えず，布設作業性及び監視性が向上し，

効率的な布設を実現しました。

などが挙げられます。


